
て
い
ま
す
。
音
声
案
内
に
従
い
、

「
2
番
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）。

申
告
書
は

1
月
下
旬
に
配
置

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
の
確
定

22

申
告
書
は
1
月
　
日
俄
か
ら
、
市

24

役
所
市
民
税
課
に
配
置
し
ま
す
。

　
市
内
の
各
支
所
・
出
張
所
に
も

配
置
し
ま
す
が
、
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

架
市
民
税
課
市
民
税
班
（
緯
内
線

3
1
7
～
3
1
9
、
3
2
9
）。

（５）平成２３年（２０１１）１月１日号

午後1時～４時午前10時～正午会　場期　日

パソコン活用による無料相談

市役所３階
大会議室２月７日俄

イオンモール千葉
ニュータウン３階
イオンホール

2月８日峨

2月９日我

2月１０日牙

　
給
与
所
得
者
、
年
金
受
給
者
を

対
象
に
、
税
理
士
に
よ
る
無
料
申

告
相
談
会
（
入
退
場
自
由
）
を
行

い
ま
す
（
左
表
の
と
お
り
）。

　
こ
の
相
談
会
で
は
、
補
助
者
の

付
き
添
い
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
で
の

申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。
書

面
に
よ
る
申
告
書
作
成
も
で
き
ま

す
が
、
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に
申
告

書
の
作
成
と
提
出
（
送
信
）
が
で

き
ま
す
。

胸
日
時
お
よ
び
会
場
…
左
表
の
と

お
り
。

胸
対
象
…
給
与
所
得
者
（
医
療
費

控
除
・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
・
年
末

調
整
未
済
）、
年
金
所
得
者
。

※
土
地
、
建
物
お
よ
び
株
式
な
ど

の
譲
渡
所
得
の
あ
る
場
合
は
除
く
。

　
ま
た
、
自
書
申
告
説
明
会
で
は
、

講
義
形
式
で
確
定
申
告
書
の
記
載

方
法
を
説
明
し
、
自
書
記
載
に
よ

り
申
告
書
を
作
成
し
ま
す
（
中
途

入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。
開
始
時
間

ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
）。

　
自
書
申
告
説
明
会
で
は
個
別
相

談
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
申
告
書
が

完
成
し
た
場
合
は
そ
の
場
で
提
出

で
き
ま
す
。

胸
日
時
お
よ
び
会
場
…
左
表
の
と

お
り
。

胸
内
容
お
よ
び
対
象
…
次
の
と
お

り
。

①
年
金
所
得
…
収
入
が
年
金
の
み
、

ま
た
は
給
与
お
よ
び
年
金
の
両
方

の
あ
る
人
で
「
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
」
の
な
い
人
の
還
付
申
告

（
医
療
費
控
除
の
説
明
あ
り
）。

②
医
療
費
控
除
…
収
入
が
給
与
の

み
で
「
医
療
費
控
除
」
を
受
け
る

人
の
還
付
申
告
。

※
土
地
、
建
物
お
よ
び
株
式
な
ど

の
譲
渡
所
得
の
あ
る
場
合
を
除
く
。

胸
持
ち
物
…
筆
記
用
具
、
電
卓
、

印
鑑
、
源
泉
徴
収
票
、
生
命
保

 平
成
　
年
分
所
得
税
確
定
申
告
書
の
無
料
相
談
会
（
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
申
告
書
作
成
）・
自
書
申
告
説
明
会

22
 相
談
会
・
説
明
会
を
利
用
し
て
早
め
の
申
告
を
  

胸無料申告相談会胸

険
・
地
震
保
険
の
控
除
証
明
書
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
な

ど
の
支
払
金
額
の
分
か
る
も
の
、

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
な

ど
、「
医
療
費
控
除
」
ま
た
は
「
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
」（
医
療
費

は
事
前
に
集
計
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
）
な
ど
還
付
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
書
類
、
申
告
者
名
義
の

銀
行
な
ど
の
口
座
番
号
の
分
か
る

も
の
。

架
成
田
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
緯
碓28 
5
1
5
1
）。

※
電
話
は
自
動
音
声
で
ご
案
内
し

胸自書申告説明会胸

午後1時～４時午前10時～正午会　場期　日

②医療費控除①年金所得
ふれあいセンター
いんば
３階会議室

２月2日我

※講義形式で行いますので、開始時間までにお集まり下さい。途中
入退場はできません。また、座席数に限りがありますので、満席に
なり次第受け付けを終了する場合があります。

 確
定
申
告
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
・

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
便
利
 

　平成22年分の所得税・贈与税・個人消費税の申告書作成・
相談と提出の会場はイオンモール成田で行います。期間中は、
税務署内には作成・相談会場を設けていません。
胸期日…1月27日牙～3月15日峨（土・日曜日および祝日を
除く。なお、2月20日蚊および2月27日蚊に限り、確定申告
の相談・受け付けを実施）。
胸時間…午前9時～午後5時（午前9時～10時は、立体駐車
場3階の連絡通路から入る2階「C」入り口が専用口になりま
す）。
※混雑している場合は、受け付けを早めに締め切ることがあり
ます。午後4時までにお越しください。
胸会場…イオンモール成田2階・イオンホール（成田市）。
※バス利用の場合…千葉交通バス（京成成田駅前6番のりば）
【バス停】「ジャスコ・イオン成田店前」下車。
架成田税務署（緯碓28 5151）。

成田税務署・確定申告書作成会場のお知らせ

国
税
電
子
申
告
（
e
―
T

a
x
）
で
カ
ン
タ
ン
申
告

　
e
―
T
a
x
は
、
自
宅
や
オ
フ

ィ
ス
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
、
申
告
や
届
け
出
な

ど
が
で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で

す
。
平
成
　
年
分
の
所
得
税
の
確

22

定
申
告
を
e
―
T
a
x
で
申
告
す

る
と
、
所
得
税
額
か
ら
最
高
で
5

街
0
0
0
円
の
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
平
成
　
年
分
か

19

ら
　
年
分
の
確
定
申
告
で
本
控
除

21
を
適
用
さ
れ
た
人
は
、
控
除
で
き

ま
せ
ん
）。

　
ま
た
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添

付
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
省

略
で
き
る
こ
と
、
還
付
さ
れ
る
ま

で
の
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
な
ど
の

利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
確

定
申
告
書
等
の
作
成
コ
ー
ナ

ー
』
か
ら
、
確
定
申
告
書
を
作
成

で
き
ま
す
。

確
定
申
告
書
は
自
分
で

作
成
し
て
早
め
に
提
出
を

　
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
1
月

4
日
峨
か
ら
税
務
署
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
期
間
中
の
確
定
申
告

書
作
成
会
場
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成

田
）
は
、
大
変
混
雑
す
る
た
め
、

医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
な
ど
の
還
付
申
告
は
、
お

早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

架
成
田
税
務
署（
緯
碓28 
5
1
5
1
）、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

//w
w
w
.n
ta.g
o
.jp

）。

 成
田
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

※全日とも、午後の受け付けは3時30分までとなります。

ど
の
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真

付
き
の
証
明
書
（
有
効
期
限
内
の

も
の
）。

※
運
転
免
許
証
な
ど
の
官
公
署
が

発
行
し
た
顔
写
真
付
き
証
明
書
を

持
っ
て
い
な
い
人
は
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

②
写
真
付
住
基
カ
ー
ド
を
希
望
す

る
場
合
は
、
写
真
1
枚
（
上
半
身
、

無
帽
、
正
面
、
無
背
景
で
、
6
カ

月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
。縦
4
・

5
唖
×
横
3
・
5
唖
）。

※
す
で
に
住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
人
で
、
電
子
証
明
書
を
申
請

す
る
場
合
は
、
必
ず
住
基
カ
ー
ド

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

胸
手
数
料
…
住
基
カ
ー
ド
5
0
0

円
、
電
子
証
明
書
5
0
0
円
。

胸
申
し
込
み
…
本
人
確
認
と
パ
ス

ワ
ー
ド
の
設
定
が
必
要
で
す
の
で
、

本
人
が
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

架
市
民
課
住
民
記
録
班
（
緯
内
線

2
3
4
・
2
3
7
）。

土
曜
日
に
住
基
カ
ー
ド
と

電
子
証
明
書
の
申
請
を

受
け
付
け

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出

を
、
e
―
T
a
x
（
所
得
税
電
子

申
告
、
納
税
）
を
利
用
し
て
行
う

人
が
近
年
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の

ｅ
―
T
a
x
を
利
用
す
る
に
は
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ

ー
ド
）
お
よ
び
電
子
証
明
書
の
取

得
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
、
平
日
市
役
所
へ
来
庁
で

き
な
い
人
の
た
め
に
、
左
記
日
程

で
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

胸
日
時
…
①
1
月
　
日
臥
②
2
月

22

　
日
臥
③
2
月
　
日
臥
・
い
ず
れ

12

26

も
午
前
8
時
　
分
～
午
後
3
時
。

30

胸
受
付
場
所
…
市
民
課
（
市
役
所

本
庁
舎
）。

※
各
支
所
・
出
張
所
で
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

胸
必
要
な
も
の
…
次
の
と
お
り
。

①
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な

 栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
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勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲
章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受

 危
険
業
務
従
事
者
勲
章
受
章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章
 栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢

 栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
のののののののののののののののののののの

 文
化
の
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功
労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

 県
功
労
者
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢

　
小
池
氏
は
、昭
和
　
年
4
月
か
ら
平
成
　
年
4
月
ま
で
本
埜

58

11

村
議
会
議
員
と
し
て
　
年
間
、本
埜
村
政
を
支
え
ら
れ
ま
し
た
。

16

　
こ
の
間
、平
成
3
年
5
月
か
ら
平
成
　
年
4
月
ま
で
の
8
年

11

間
は
、
本
埜
村
議
会
議
長
、
ま
た
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
は
千

１０

葉
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
と
し
て
尽
力
。印
西
地
区
消
防
組

合
議
会
議
員
、長
門
川
水
道
企
業
団
議
会
議
員
な
ど
も
歴
任
し
、

本
埜
村
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

怯
地
方
自
治
功
労
　
小
池
候
郎
氏（
　
歳
・
下
井
）

85

怯
交
通
安
全
功
労
　
海
老
原
紘
司
氏（
　
歳
・
竜
腹
寺
）

68

　
海
老
原
氏
は
、昭
和
　
年
に
印
西
交
通
安
全
協
会
本
埜
支
部

58

役
員
に
就
任
。

　
自
動
車
販
売
整
備
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、広
く

安
全
な
車
社
会
の
実
現
に
向
け
て
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
後
、
同
協
会
に
お
い
て
は
協
会
会
長
を
、
ま
た
過
去
に
は
、

本
埜
村
議
会
議
員
も
務
め
、
行
政
を
通
じ
て
、
広
く
交
通
安
全

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
紙
の
「
秋
の
勲
章
受
賞
」「
危
険
業
務
従
事
者
勲
章
受

章
」
お
よ
び
「
文
化
の
日
 県
功
労
者
」
は
、
事
前
に
掲
載

の
協
力
を
伺
い
、承
諾
を
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
の
み
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

路
上
駐
車
・
放
置
自
転
車
は
、
人
や

車
の
通
行
を
妨
げ
、
迷
惑
と
な
る
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

架
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内
線
7

1
2
）。

怯
瑞
宝
双
光
章

岸
勝
美
氏（
　
歳
・
小
倉
台
）

61

　
岸
氏
は
、
昭
和
　
年
に
海
上
自

43

衛
隊
入
隊
。
退
職
す
る
ま
で
の
　36

年
間
、
徳
島
航
空
基
地
を
は
じ
め
、

全
国
各
航
空
基
地
で
航
空
機
整
備

お
よ
び
術
科
学
校
で
教
官
に
従
事

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
　
年
か
ら
2

54

年
間
は
渡
米
さ
れ
、
防
衛
力
充
実

の
た
め
に
教
育
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
渡
米
時
に
鍛
え
た
英
語

力
を
生
か
し
、
日
米
共
同
訓
練
に

通
訳
な
ど
で
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。


